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スポーツ・レクリェーション

体育・スポーツは、健全な心身の発

達を促し、人間性を豊かにするととも

に、健康で文化的な生活をおくるため

の営みであり、活力ある都市づくりを

進めるうえで極めて重要な役割を果た

しています。

本市では「21性紀-向けての明るく

豊かな健康文化都市づくり」を目指し、

体育・スポーツを、生涯を通した健康

文化活動としてとらえ、その実現を図

るための総合的な施策の推進に努めて

います。

i「こ　スポーツ施設等の整備拡充

市民のスポーツ・レクリェ-ション

活動の拠点として、公園機能を備えた

浜線健康パーク、南部総合スポーツセ

ンターをはじめ、野球場、武道場、庭

球場、体育館並びに水前寺競技場など

多くのスポーツ施設があります。また、

本年3月には、清水スポ-ツセンタ-

も新たにオープンしています。

さらに、今後市民が日常生活の中で、

いつでも気軽に利用できるような健康

文化施設の整備拡充と効果的利用の促

進に努めていきますo

スポーツ活動の振興

市民総参加として定着している市民

体育祭など各種行事を尚一層推進する

とともに、ミニバレーボール大会など

地域に根ざしたスポーツ文化活動の促

進、高齢者スポーツの普及啓発など市

民総スポーツ活動の推進に努めていき

ます。このほか社会体育組織の充実や

指導者の育成・確保にも力を注いでい

ます。

清水スポ-ツセンター

V+C＼ty K(j句写 ゆとりある勤労老生亨舌を応j愛します。
本市の雇用福祉対策は、人材の確保

・定着、勤労者の技能・技術の向上、

勤労者の福利厚生の充実を主な事業と

して、勤労者の皆さんが豊かなライフ

ワークを送ることができるような職場

づくりのお手伝いをしています。

(人材の確保・定着)

若年労働者の確保・定着を図るため、

職業安定機関.との連携を図り、近隣町
とともに熊本雇用対策協議会を組織す

る一方、熊本市産業開発求人対策協議

会等民間団体とともに人材の確保に努

めています。

また、中高年齢者寝用対策として熊

本中高年齢労働者福祉センター(サン

ライフ熊本)や熊本市役所に相談窓口

を設置してし-ますO

(技能・技術の向上)

機関として熊本市職業訓練センター、

熊本市職業訓練短期大学校、熊本rH事

業内高等職業訓練校の運営を支援し、

また勤労者・未就職者・転職希望者等

を対象にパソコン・ワープロなどの各

種講座を設けています。

(勤労者福祉の向上)

施設面では、勤労者の健康増進と文

化・教養の向上を目的として設置され

た中央勤労青少年ホーム、北部勤労青

少年ホーム、勤労婦人センタ-、熊本

中高年齢労働者福祉センター(サンラ

イフ熊本)、熊本勤労者体育センタ-、

熊本勤労総合福祉センター(火の凶-

イツ)があり有効利用を図っていますO

制度面では、熊本市中小企業勤労者

福祉共済制度を設け、勤労者のスポー

ツ大会・団体ツアー等勤労者の福利犀

さらには、退職金制度を普及するた

め、中小企業退職金共済制度掛金の助

成を行っています。

中/jヽ企業のための

ふれあうきょうさい
熊本而中小企業勤労者福祉共済

あなたの会社の翻厚生を感本市があと押しします。

この共済に加入されると、わずかな掛金

( 1人1月300円)で-従業員の方々に-

昔＼>S.11譜・*t.ii:-.蝣=蝣'i; - '

それぞれの季節--ツア-旅行
に安い費用で参加できます

職場対抗　-　　スポ-ツ大会
で汗を流して親睦を

盛りだくさんの--.)で-ティ-
で心に残る思い出を

今の世の中--=--文イヒ教養講座

を軽い気持ちで

夏には-　一一　　海・山の家が利即Lきます

いろんな-=一日目-・害u引があります
いろんな一・・ ・一・補助もあります

指せ守豊完・L、として
満20歳に達したとき------成人祝金

街娼題醒関g^^^^^^^^^^^K^3/冒湿田

出産したとき・--・・  ・--=出産祝金
子供さん力も小学校に入学したとき・-　-r・・入学祝金

子供さん力中学校を卒業したとき一一・・-卒業祝金

銀婚式を迎えたとき・・-=結婚25年寺見合

病気やケガで30日以上欠勤したとき・-傷病見舞金

共別口入声潤が5年を越えたとき　　永年褒賞金

共済加入郡司が10年を越えたとき--・永年褒賞金

本人が死亡したとき-日日・一日死亡弔慰金
配偶者が死亡したとき----死亡弔慰金

周等血族が死亡したとき　　=・・死亡弔慰金

11時^.'li flが
,_　必要なときに
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私たちを取り巻く経済社会の変化は

めざましく、多くの物やサービスで豊

かになりました。 Fl々に新しい商品が

出回り、果たしてどの商品がより安全

なのか、品質がより優れているか、価

格は適正かなど、見分けることが難し

くなってきました。また商品が私たち

の手に渡るまでの仕組みも大変複雑に

なっています。そのうえテレビやラジ

オ、新聞雑誌などによる商品の広告宣

伝も、私たち-大きな影響を与えてし、

ISfl

このような状況の中では、消貸者の

利益が損なわれた一上　崎には深刻な被

・　　'l": X'A?l・?,fよ蝣i.'3A¥.tfix>QM!&i藤娘卦蝕由良

害をもたらしたりすることもあります。

そこで我が国では、昭和43年に「消費

者保護基本法」が定められました。

本市でも自;T_した消費者を目指して、

くらしに役立つ講座「消費者セミナー」

や、ご希望の地域-の出前講座など、

消費生活に関する情報提供を行ってい

ますO　また、消費者センターを設置し、

消費/jI活相談や消費者団体の育成など

消費者行政の推進に積極的に取り組ん

でいます。

最近の消費者相談

消費者センターに寄せられた平成4

年度消雪生活相談は2,308件でした。

～p/ぞヽ
′
も

∴
.

「ストップザ過剰包装」キャンペーン
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エ　21億紀を担う

K-　くり

同
参
画
社
A

今や女性は様々な形で社会に参加・

参画し、生き方が多様化しています。

また、それに伴い男性の生き方も再考

を迫られています。

21位紀を目前にし、市では昇女が共

に社会のあらゆる分野に参加・参画し、

平等な立場で個性と能力を発揮し共に

支え合う、いわゆる『男女共同参画社

会』の実現をめざしています。このた

め「くまもと市女性ブラン」を策定し、

あらゆる分野での男女平等を推進する

とともに、幅広い分野にわたっている

女性に関する施策を総合的・計画的に

進めていますO

また、女性白身の意欲と能力を高め

るため、自主グループ登録制度を設置

し、自主的な女性グループの交流や連

携を図る一方、女性リーダーの養成や

人材把握にも努めています。

さらに、男女平等や女性問題に関す

る啓発事業として、女性フォーラム等

の開催や地　　　　　域に根ぎ

した啓発活動、啓発情報誌「はあもに

い」の発行などにも取り組んでいますO

熊本市総合女性センター

男性も女性も共にいきいきと暮らす、

調和のある市民社会の実現をR指して

男女の自立や社会参画のための活動と

交流の拠点として、また市民文化振興

の拠点施設としてf成2年4月オープ

ン以来68万人(平成6年3月現在)を

超える方々にご利用いただいておりま

す。センターでは、女性を取り巻く社

会問題を解決するために、女性問題啓

発事業・自己開発事業・生き方支援事

業・情報提供事業を行うとともに、新

たに女性の健康づくり事業を加え、あ

らゆるライフステージにおける女性の

生き方を応援しています。また会館か

ら生まれる文化と人を目指して、地域

に根ざしたいろいろな文化振興事業を

展開していますO

さらに、平成4年度から高度情報化

時代の映像メディアであ

る-イビジョン機器

を設置し、地域

文化の発信基地としての役割も担って

S=」P

カルチャーフェスタ'93における

パネルディスカッション風景

自主グループ

小物づくり講習
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本市は、 21世紀を担う児童・生徒の

育成のために、 3つの学校教育努力目

標を掲げていますO　各学校においては、

これらを受けて、地域や各学校の実態

に即した特色ある学校目標の具現化に

心血を注いでいます。

1.豊かな心と活力に満ちた人間の育成

「ヒューマンシティ・くまもと」の実

●在学者の推移(幼・小蝣tp.義)

lヽ ・

現をめざして′L、豊かな児童・生徒の育

成に力を入れています。

特に、生徒指導、環境教育、福祉教

育などの実践校を指定し、これらの教

育の先導的役割を担って実践研究を推

進しています。

また、全教育活動において、同和教

育の視点に立ち、全ての児童・生徒の

●平成6年度教育費(歳出当初予算)

人権を尊重し、部落差別をはじめ、あ

らゆる差別をなくしていくよう実践的

態度の育成を図っています。

2.基礎学力の充実と個性の伸長

これからの教育は、知識・技能の量

的なものだけでなく、学習への関心・

意欲・態度等を重視していくことは無

論、個性豊かな人格の育成が必要です。

そのために、ゆとりある生活の中で、

一人一人がよさを発揮できる情緒ある

学校生活が展開されるよう図っていま

すO

また、基礎的・基本的事項を明確に

し、確実な定着が図れるよう指導方法

の工夫改吾に積極的に取り組んでいま

す。

3.健康な心身の育成

高齢化が叫ばれる中、生涯にわたり

心身ともに健康で充実した生活を送る

ことができるような基礎的な能力や態

度の育成に力を注いでいます。

たくましい体づくりに楽しい給食活

動の工夫にも取り組んでいます。

教育センターでは、不登校など教育

相談活動の充実を図っています。

*国際化への対応

国際理解を深め、豊かな国際性を身

につけるため、国際理解実践校を指定

しています。

また、アメリカなどから英語の先生

を招いて、生きて使える英語学習を進

めています。

*指導者研修

教育センターにおいては、さまざま

な教育課題の解決のため必要な調査・

研究をはじめ、指導力向上を図るため

の場と機会を積極的に提供し、その活

用を図っています。

*家庭、地域社会との連携

学校教育目標達成のためには、 PT

A活動など家庭、地域社会との連携を

図らなければ実現するものではありま

せん。今後ますます開かれた学校づく

りを推進していきます。

コンピュータを億った幼児と

中学生の交流学習風景

～ xTY*</^
V 1,

学
校
施
設

うるおいとゆとりのある教育環境づくり

徳・知・体の人間形成には、うるお

いとゆとりのある教育環境が必要です。

市では、より豊かな教育環境づくり

を進めるために、校舎の増改築をはじ

め、学習指導方法の多様化に対応でき

る施設の整備、教育の適正化を図るた

めの過大規模校の分維新設、体力向上

を図るための体育施設の整備拡充、文

化性を取り入れたふれあいの場づくり

など、毎年計画的に質的整備を進めて

HSl

平成5年度は、 「力合中学校」と「龍

田中学校」の新設2中学校が開校し、

また、平成元年度より進めてきました

五福小学校の全面改築工事が完了しま
Ltz

五福小学校は、五福地域開発センタ

ーと一体化した4階建ての複合施設で

あり、地下1階・ 1階に温水プール、

2階・ 3階にクラブ-ウスを備えた体

育館を設置し、地域へ開放しています。

このような学校施設は、県下でも初

めての試みであり、地域との一体化を

目指した学校施設ですD

また、学校の顔である正門及びその

周辺付近の整備も実施しており、都市

景観と合致した緑豊かな教育環境づく

りを進めています。

心身共に健全な児童生徒を育成する

ために、今後もうるおいとゆとりのあ

る教育環境づくりを推進していきます。

ォ-蝣:蝣-! i
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生涯学習の推進

市民の学習意欲が年々高まる中で、

本市では年間約41万人の方々が、公立

公民館等において生涯学習に取り組ん

でいます。また、その他の利用者を含

めると約63万人に達します。

本格的な生涯学習社会の到来する中

で、社会の変化や市民のニーズに的確

に対応する生涯学習の総合的・効果的

な推進を図るため、平成4年8月「熊

本市生涯教育基本調査委員会」から「熊

本市における生涯教育推進方策」につ

いて3項削こわたり提言を受けました。

この提言をふまえ、本市が先に策定

した21世紀を展望した「基本構想」「基

本計画」における生涯教育・学習の諸

施策について取り組んでいます。

図書館

・4,¥良・V,;、 .-Mil　圭蝣'蝣['<∴i:一・.*,こ1 I　こ、l:

出、読書相談のほか、図書展、本の読

み聞かせや紙芝居,読書啓発の講演会、

視聴覚ライブラリーの市民映画の会、

子供映画の会等の催しを 行

また、図書館は、移動図書館、分館

機能を有する9カ所の公民館図書室と

共に本市の図書サービスネットワーク

を形成し、多数の市民に利用されてい

ます。

なお、高度化、多様化した市民の読

書需要にこたえ、 21位妃を展望した生

涯学習の基幹施設として、更に、旧飽

託郡四町との合併による新熊本市に相

応した新図書館の建設について、基本

計画を策定中です。

公民館

専用施設の中央公民館と各地域に複

合施設として、西部、南部、東部、龍

田、託殊、幸田、清水、秋津、大江、

花園、北部、飽田、五福公民館の合わ

せて14の公立公民館があり、また北部

公民館に北部東、西里の2つの分館が

あります。

このほか、市民の身近な生涯学習の

場である 民館類似施設)

L域の特色を

しています。

博物館

熊本城三の丸地区にある博物館は、

自然・人文・理工科学関係資料約5,000

点を展示し、これに最新のプラネタリ

ウムを併設した県内唯一の総合博物館

です。

また、資料収集・調査等を行うとと

もに教育普及活動として「星を見る会」

をはじめとする各種学習講座の開設、

特別展示会を開催するなど多くの人々

に利用されています。

平成5年度は、火の国フェスタ'93協

賛「肥後の船と人々のくらし」の特別

展を開催し好評を得ました。

人権啓発

日本国憲法は、すべての国民に基本

的人権の享有を認め、生命・自由及び

幸福追求に対する権利を尊重し、さら

に法のもとに平等であることを保障し

ています。

しかし、今日なお、部落差別をはじ

めいじめや体罰の事実、女性や障害者

及び在E]外B]人に対する差別の問題な

ど、一日も早く解決しなければならな

い人権問題が存在しています。

なかでも、部落差別は、日本社会の

歴史的発展過程の中で作り出された不

合理な差別であり、同和地区に生まれ

たというだけで、結婚や就職に際して

差別を受けたり、生活環境が低位の状

態に置かれたり、職業が不安定である

など、市民的権利と自由が侵害され、

時には生命まで奪われるという深刻な

問題であります。

本市では、これらの問題解決は行政

の責務であるとの認識のもとに、市民

一人一人が同和問題をはじめとするあ

らゆる差別の本質をはっきりととらえ、

自分の課題として受け止められるよう、

講演会・研修会の開催、啓発資料の作

成、市政だよりによる啓発など、市民

生活のあらゆる場で教育・啓発に力を

いれています。

・さ1,T惣菜童2&ユ蝣..It這竺 I-　　ノト

Y+C＼t* <u〃11

▼叩蝣we

21性紀を担う青少年が、心豊かで心

身ともに健全に育つよう、家庭・地域

2増舶担う　○　芸芸よゞ芸等票に連携しあっていく
人づくり　　　で- ~1=「葡萱育成活動の推進

'.」蛙や地iユItl 」.-、iLP津「イE・> h;こ.

いて、市民の意識啓発に努めるととも

術講座」や「キャンプリーダー講習会」

などを開催しますO　放課後に、保護を

受けられない児童のための児童育成ク

ラブの開設、青少年補導センターやヤ

: 7・i"-し-I一蝣　蝣、七X、 i'j'十ma.-、・t一汁'A:

などにも取り組んでいますO

2.青少年施設の整備充実と交流の推進

に-青少年健馨育成活動の活性化や青-

少年団体の育成に力をいれます。また、

リーダー養成のため、 「青少年指導者技

「金峰山少年自然の家」、阿蘇大観峰

の麓にあるr青少年野外活動センター」、

島崎5丁目の「ユースホステル」、出水

2丁目の「総合体育館・青年会館」な

どに加え、今秋には、子ども達が遊び

ながら学べる「子ども文化施設(仮称)」

が、新町にオープンする予定です。

また、中南九州各市-の中学生訪問

団の派遣、桂林市やサンアントニオ市、

ハイデルベルク市-の高校生並びに青

少年訪問団派遣、交換留学、文化スポ

ーツ交流など、青少年の国内・国際交

流にも力をいれていますQ
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21世紀を担う

人づくり

創
造
的
な
人
づ
く
り

八7・くり基金交竹或

市制100周年記念人づくり基金制度

平成元年の市制施行100周年を記念

して、市民各層から寄せられた多額の

浄財とふるさと創生資金をもとに「熊

本市制100周年記念人づくり基金」を

創設しましたO

この人づくり基金は、来るべき21世

紀に向けて、熊本市が更に飛躍・発展

するために、様々な分野において指導

者として活躍する、国際感覚を備えた

創造性豊かな人材を育成することを目

的とし、

1.環境の保全と創造

2.国際交流

3. 1土会福祉

4.伝承文化の継承

伝統的な織物肥後餅の復元(伝承文化部門)

5.その他

の各分野に積極的に貢献する個人・団

体を対象に、平成3年度から毎年2回

(前期2月、後期8月)の募集を行い、

研修・研究活動等-の援助を実施して

いますo

平成5年度には前後期合わせて29件

の申し込みがあり、人づくり基金選定

委員会における審議の結果、 12件の個

八・円体の方々が援助を受け、様々な

研修活重力を行いました。

これまで64件の熱意ある個八・円体

の方々が援助を受けられ、それぞれの

分野で研鎖を積み、ふるさと熊本のた

め、素晴らしい活躍をされています。
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